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研究要旨 

目的：2020 年 4 月～5 月の新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言期間（以下，緊急事

態宣言期間）と，それ以前（2020 年 1 月～2 月頃）を比較した勤務形態，家庭の食生活，

子どもの食事の変化の概要を明らかにするとともに，家庭の収入と緊急事態宣言期間に

おける勤務形態，家庭における食生活，子どもの食事の変化の関連を明らかにすることを

目的とした。

方法：2020年9～12月に全国5地区の公立または私立保育所等に在籍する3～5歳児の保

護者を対象に質問紙調査を実施した（横断研究）。回答を得た589名のうち，無効回答

を除く578名を解析対象とした。単純集計を確認した後，世帯員1人あたり収入を3分位

に分け（収入高群，収入中群，収入低群），収入と緊急事態宣言期間における勤務形

態，家庭における食生活，子どもの食事の変化の関連をχ2検定を用いて検討した。

結果：収入低群は父親，母親共に在宅勤務をしていた者が少なく，父親は通常勤務，母

親は休業があった者が多かった。また，収入低群は，子どもの食事の変化としてインス

タント食品，主食のみの食事，お菓子や甘い飲み物が増えた者が多かった。

結論：世帯収入と緊急事態宣言期間における子どもの食事の変化は関連があることが示

唆された。 

Ａ．研究目的

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
の流行により，欧米では都市封鎖（ロックダ

ウン）の措置が取られた。ロックダウン期間

中の食行動や食品購買行動 1)，生活習慣 2)の

変化等が報告されている。同様に日本国内

における新型コロナウイルス感染症の拡大

による生活や食生活等の変化も報告 3)され

ている。しかし，社会経済状況を考慮したう

えで新型コロナウイルス感染症緊急事態宣

言期間（以下，緊急事態宣言期間）の家庭に

おける食生活や子どもの食事の変化を調査

した報告はみられない。

そこで本研究では，2020 年 4 月 7 日（埼

玉県，千葉県，東京都，神奈川県，大阪府，

兵庫県及び福岡県以外の道府県については，

4 月 16 日）から 5 月 31 日の緊急事態宣言

期間と，それ以前（2020 年 1 月～2 月頃）

を比較した食生活の変化の概要を明らかに

するとともに，家庭の収入と緊急事態宣言

期間における勤務形態，家庭における食生

活，子どもの食事の変化の関連を明らかに
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することを目的とした。

Ｂ．方法

1．対象者および調査方法

2020 年 9～12 月に全国 5 地区（札幌市，

川崎市，浜松市，松山市，熊本市）の公立保

育所（計 14 園：札幌市 3 園，川崎市 2 園，

浜松市 4 園，松山市 2 園，熊本市 3 園），私

立保育所または認定こども園（計 15 園：札

幌市 4 園，川崎市 3 園，浜松市 3 園，松山

市 2 園，熊本市 3 園）に在籍する 3 歳児，

4 歳児，5 歳児の保護者に調査協力を依頼し

た。協力を得た園の 3～5 歳児の在籍者数は

合計 2,041 名であった。 
調査票は，1) 食生活等に関する調査，2) 

緊急事態宣言期間における食生活等の調査

の 2 部で構成され，児の保護者に回答を依

頼した。調査票を回収した際に，不備があっ

た場合は，園を通じて保護者に再度，回答を

依頼した。

2．倫理的配慮 
 調査を行うにあたって，本調査の主旨，内

容，個人情報保護方針を調査協力依頼書に

記載し，保護者に配布した。調査に協力する

場合は，保護者から園に同意書を提出して

もらった。

 調査協力者が調査票を提出する際は，封

筒に封をして提出してもらった。調査票回

収後は，各地区の研究者がデータを統合し，

個人を特定できないように ID 番号により

データを管理した。なお，本調査は新潟県立

大学倫理委員会の審査・承認を得て実施し

た。

3．調査項目 
1）食生活等に関する調査

家族構成，世帯年収，保護者の学歴，食生

活等の全 16 問からなる自記式質問紙を用

いた。本報告では，家族構成（世帯人数），

世帯年収の質問項目を解析に用いた。

世帯年収は，「あなたの家族の過去 1 年間

の年間収入（勤労収入，自営業等の事業収

入，農業収入，不動産収入，利子・配当金，

ボーナス，年金を含め，税込）は，だいたい

どれくらいになりますか。家計を一緒にし

ている方，全員の収入を合算してお答えく

ださい。」という質問に，「1．100 万円未満

2．100 万円～200 万円未満，3．200 万円以

上～300 万円未満，4．300 万円以上～400
万円未満，5．400万円以上～500万円未満，

6．500 万円以上～600 万円未満，7．600 万

円以上～700 万円未満，8．700 万円以上～

800 万円未満，9．800 万円以上」の中から

回答してもらった。

2）緊急事態宣言期間における食生活等の調

査

 緊急事態宣言期間における無登園期間，

保護者の勤務形態，家庭における食生活の

変化，子どもの食事の変化，運動頻度の変

化，保育所から子どもの食事に関する情報

提供の有無ならびに食事や就寝時刻などに

ついてである。本報告では，緊急事態宣言期

間の保護者の勤務形態，家庭における食生

活の変化，子どもの食事の変化の質問項目

を解析に用いた。

4. 解析対象者

調査には 589 名が回答した。589 名を対

象に単純集計を確認した。

家庭の収入と緊急事態宣言期間における

勤務形態，家庭における食生活，子どもの食

事の変化の関連については，589 名のうち

世帯年収の回答がなかった 11 名を無効回

答として 578 名を解析対象とした（有効回

答率：98.1％）。 
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5．解析方法 
1) 単純集計の結果 
 資料 1 に単純集計の結果を示す。 
2) 世帯員 1 人あたりの収入による群分け 

はじめに，世帯年収の回答を中間値（100
万円未満は 50 万円，100～200 万円は 150
万円，200～300 万円は 250 万円，800 万円

以上は 850 万円）に置き換えた。次に，世

帯年収の中間値を世帯人数の平方根で除し

た。この値を世帯員 1 人あたり収入として，

世帯員 1 人あたり収入を 3 分位に分け，収

入高群，収入中群，収入低群の 3 群に分け

た。各群の収入を表 1 に示す。 
2) 収入と緊急事態宣言期間における保護

者の勤務状況，食生活の変化等との関連 
収入と緊急事態宣言期間における保護者

の勤務状況，食生活の変化等の関連は，χ2

検定を用いて検討した。緊急事態宣言期間

の家庭における食生活の変化および子ども

の食事の変化については，外食についての

質問以外は「減った」と回答した者が少なか

ったため「変化なし」，「減った」をまとめて

解析した。外食についての質問は，「増えた」

と回答した者が 5％未満と少なかったため，

「変化なし」，「増えた」をまとめてχ2検定

を行った。 
統計解析には IBM SPSS Statistics 25

（日本アイ・ビー・エム株式会社）を用い，

有意水準は 5％とした（両側検定）。 
 
Ｃ．結果 
1. 解析対象者の属性（表 2） 

有効回答を得た保護者の児は 3 歳児クラ

ス 207 名（35.8％），4 歳児クラス 192 名

（33.2％），5 歳児クラス 179 名（31.0％）

であった。居住地域は札幌市 80 名（13.8％），

川崎市 164 名（28.4％），浜松市 114 名

（19.7％），松山市 107 名（18.5％），熊本

市 113 名（19.6％）であった。家族構成は，

ひとり親世帯 33 名（5.7％），ふたり親世帯

545 名（94.3％）であった。収入と居住地域，

収入と家族構成は関連があり，収入低群は

熊本市，松山市在住者に多く（P< 0.001），
ひとり親世帯に多かった（P< 0.001）。 
2. 地区と緊急事態宣言期間における保護

者の勤務状況の関連（表 3） 
 父親，母親ともに札幌市，川崎市に在宅勤

務をしていた者が多かった。通常勤務や休

業があった者の割合も地区による差が認め

れれた。 
3. 収入と緊急事態宣言期間における保護

者の勤務状況の関連（表 4） 
 収入低群において父親，母親ともに在宅

勤務をしていた者の割合が低かった。また，

収入低群においては，父親は通常勤務であ

った者，母親は休業があった者の割合が高

かった。 
4. 収入と緊急事態宣言期間の家庭におけ

る食生活の変化，子どもの食事の変化の関

連（表 5-7） 
 子どもの食事の変化においては，外食を

除いて「減った」と回答した者の割合は，

「増えた」または「変化なし」と答えた者よ

り低かった（表 5，6）。回答分布を考慮して，

緊急事態宣言期間の家庭における食生活の

変化，子どもの食事の変化は，回答を 2 値

にまとめて解析を行った。その結果，収入と

家庭における食生活の変化には関連は認め

られなかった。収入と子どもの食事の変化

においては，収入低群は，収入中群，収入高

群 と 比 べ て ， お 菓 子 や 甘 い 飲 み 物

（P=0.001），主食のみの食事（P=0.047），
インスタント食品（インスタント麺，カップ

麺，レトルト食品，スープの素、パスタソー

ス）や缶詰（以下，インスタント食品とする）

（P=0.005）が増えた者が多かった（表 7）。 
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Ｄ．考察 
緊急事態宣言期間における食生活等の変

化の概要を確認し（資料 1），家庭の収入と

緊急事態宣言期間保護者の勤務状況，食生

活の変化等の関連を検討した。その結果，一

定数，緊急事態宣言期間において子どもと

保護者が食事をすること（共食）の増加な

ど，食生活に好ましい変化があった者も確

認された。一方，子どもの食事の変化には，

収入による差が認められ，収入低群におい

てお菓子や甘い飲み物，主食のみの食事，イ

ンスタント食品が増加していた。 
新型コロナウイルス感染症の拡大により

人々の食生活は変化しており，変化は好ま

しい変化と，そうでない変化が起こってい

る 1,4)。本調査においても，好ましい変化の

1 つとして対象者の 36.9％が手作りの食事

が増えたと回答している。同様の変化は，海

外からも報告がある。スペインの成人を対

象とした調査では，外出禁止期間中に自宅

で調理することが増えた人が 45.7％にのぼ

ることが報告されている 5)。 
 一部に食生活の好ましい変化が観察され

たことに対して，収入低群の子どもの食事

は，その他の群と比べインスタント食品，主

食のみの食事，お菓子や甘い飲み物が増え

た者が多かった。緊急事態宣言期間中に母

親の勤務状況が通常勤務ありだった者に比

べて，通常勤務がなかった者ほど，主食のみ

の食事，インスタント食品，お菓子や甘い飲

み物が増加していた（データ未表示）。在宅

時間が増加したことによって，自宅での食

事機会が増え，調理担当者の負担が大きく

なったことが，この結果に影響している可

能性がある。 
既に世帯の収入と子どもの食生活が関連

することは確認されている 6)。こうした先

行研究をふまえた本研究の新たな知見は，

緊急事態宣言期間中においても世帯収入と

保育所に通う子どもの食事の変化には関連

があり，収入が低い群ほど，好ましくない変

化が生じていることを確認した点である。

WHO（World Health Organization）は，

「コロナ禍における子どもの食事」として，

家で調理をすること，未加工の食品を子ど

もに提供すること，おやつには砂糖や塩分

を多く含むものでなく生の野菜や果物を食

べることなどを推奨している 7)。しかしな

がら，家庭の社会経済状況によっては，こう

した食生活の実践は難しいことが示唆され

た。 
本研究には，いくつか限界点がある。1 点

目として，家庭における食生活や子どもの

食事の変化についての回答は対象者の主観

によるため，変化の度合いについては分か

らない。2 点目に，収入と勤務状況，収入と

食生活の変化を検討する際に，その他の交

絡要因を考慮できていないことがあげられ

る。今後その他の要因についても考慮した

うえで，新たな解析を行う必要がある。 
  
Ｅ．結論 
 保育所に通う 3～5 歳児の保護者を対象

にして，家庭の収入別に緊急事態宣言期間

における勤務状況や食生活の変化の違いを

検討した。その結果，収入低群において，父

親，母親ともに在宅勤務をしていた者が少

なく，父親は通常勤務であった者，母親は休

業があった者が多かった。子どもの食事の

変化としては，収入低群においてお菓子や

甘い飲み物，主食のみの食事，インスタント

食品が増えた者が多いことが確認され，新

型コロナウイルス感染症緊急事態宣言期間

中においても，世帯収入と保育所に通う子

どもの食生活が関連していることが示唆さ
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れた。 
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表 1 群別の世帯員 1 人あたりの収入 

 
  

平均値(標準偏差）
低群（n=196） 1,971（511）
中群（n=196） 3,220（357）
高群（n=186） 4,274（386）
単位：千円
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表 2 解析対象者の属性 

n (%) n (%) n (%) n (%) P
年齢

3歳児クラス 207 (35.8) 76 (38.8) 70 (35.7) 61 (32.8) 0.558
4歳児クラス 192 (33.2) 63 (32.1) 60 (30.6) 69 (37.1)
5歳児クラス 179 (31.0) 57 (29.1) 66 (33.7) 56 (30.1)

居住地域
札幌市 80 (13.8) 24 (12.2) 28 (14.3) 28 (15.1) ＜0.001
川崎市 164 (28.4) 36 (18.4) 47 (24.0) 81 (43.5)
浜松市 114 (19.7) 31 (15.8) 47 (24.0) 36 (19.4)
松山市 107 (18.5) 53 (27.0) 31 (15.8) 23 (12.4)
熊本市 113 (19.6) 52 (26.5) 43 (21.9) 18 (9.7)

家族構成
ひとり親世帯 33 (5.7) 25 (12.8) 6 (3.1) 2 (1.1) ＜0.001
ふたり親世帯 545 (94.3) 171 (87.2) 190 (96.9) 184 (98.9)

検定方法：χ2検定

収入高群(n=186)全体（N=578） 収入低群（n=196） 収入中群(n=196)
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表 3 地区と緊急事態宣言期間における保護者の勤務状況の関連 

 
  

n (%) n (%) n (%) n (%) n (%) n (%) P値 
母親（通常勤務）

なし 176 (31.1) 24 (30.4) 74 (46.5) 27 (24.1) 20 (19.0) 31 (27.9) ＜0.001
あり 390 (68.9) 55 (69.6) 85 (53.5) 85 (75.9) 85 (81.0) 80 (72.1)

母親（在宅勤務）
なし 469 (82.9) 67 (84.8) 97 (61.0) 104 (92.9) 100 (95.2) 101 (91.0) ＜0.001
あり 97 (17.1) 12 (15.2) 62 (39.0) 8 (7.1) 5 (4.8) 10 (9.0)

母親（休業）
なし 479 (84.6) 59 (74.7) 128 (80.5) 97 (86.6) 96 (91.4) 99 (89.2) 0.008
あり 87 (15.4) 20 (25.3) 31 (19.5) 15 (13.4) 9 (8.6) 12 (10.8)

父親（通常勤務）
なし 80 (14.8) 15 (20.0) 50 (32.1) 11 (10.6) 2 (2.1) 2 (1.8) ＜0.001
あり 460 (85.2) 60 (80.0) 106 (67.9) 93 (89.4) 92 (97.9) 109 (98.2)

父親（在宅勤務）
なし 439 (81.3) 56 (74.7) 96 (61.5) 90 (86.5) 91 (96.8) 106 (95.5) ＜0.001
あり 101 (18.7) 19 (25.3) 60 (38.5) 14 (13.5) 3 (3.2) 5 (4.5)

父親（休業）
なし 512 (94.8) 65 (86.7) 142 (91.0) 103 (99.0) 92 (97.9) 110 (99.1) ＜0.001
あり 28 (5.2) 10 (13.3) 14 (9.0) 1 (1.0) 2 (2.1) 1 (0.9)

検定方法：χ2検定

全体（N=578） 札幌市(n=80) 川崎市(n=164) 浜松市(n=114) 松山市(n=107) 熊本市(n=113)
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表 4 収入と緊急事態宣言期間における保護者の勤務状況の関連 

n (%) n (%) n (%) n (%)
無登園期間

1ヶ月以上あった 170 (29.6) 58 (29.7) 61 (31.3) 51 (27.7) 0.595
1～3週間あった 126 (22.0) 51 (26.2) 40 (20.5) 35 (19.0)
1週間未満あった 111 (19.3) 35 (17.9) 38 (19.5) 38 (20.7)
なかった 167 (29.1) 51 (26.2) 56 (28.7) 60 (32.6)

母親（通常勤務）
なし 176 (31.1) 66 (34.6) 62 (32.1) 48 (26.4) 0.217
あり 390 (68.9) 125 (65.4) 131 (67.9) 134 (73.6)

母親（在宅勤務）
なし 469 (82.9) 177 (92.7) 160 (82.9) 132 (72.5) <0.001
あり 97 (17.1) 14 (7.3) 33 (17.1) 50 (27.5)

母親（休業）
なし 479 (84.6) 148 (77.5) 167 (86.5) 164 (90.1) <0.002
あり 87 (15.4) 43 (22.5) 26 (13.5) 18 (9.9)

母親（主婦､無職））
なし 556 (98.2) 184 (96.3) 190 (98.4) 182 (100.0) NA
あり 10 (1.8) 7 (3.7) 3 (1.6) 0 (0.0)

母親（その他休業）
なし 518 (91.5) 172 (90.1) 176 (91.2) 170 (93.4) 0.499
あり 48 (8.5) 19 (9.9) 17 (8.8) 12 (6.6)

父親（通常勤務）
なし 80 (14.8) 10 (5.8) 35 (18.7) 35 (19.3) ＜0.001
あり 460 (85.2) 162 (94.2) 152 (81.3) 146 (80.7)

父親（在宅勤務）
なし 439 (81.3) 161 (93.6) 152 (81.3) 126 (69.6) <0.001
あり 101 (18.7) 11 (6.4) 35 (18.7) 55 (30.4)

父親（休業）
なし 512 (94.8) 161 (93.6) 174 (93.0) 177 (97.8) 0.084
あり 28 (5.2) 11 (6.4) 13 (7.0) 4 (2.2)

父親（主婦､無職）
なし 539 (99.8) 171 (99.4) 187 (100.0) 181 (100.0) NA
あり 1 (0.2) 1 (0.6) 0 (0.0) 0 (0.0)

父親（その他休業）
なし 538 (99.6) 172 (100.0) 186 (99.5) 180 (99.4) NA
あり 2 (0.4) 0 (0.0) 1 (0.5) 1 (0.6)
検定方法：χ2検定（期待度数が5未満のセルが20％以上の場合はNA(Not Applicable)とした）

全体（N=578） 収入低群（n=196） 収入中群(n=196) 収入高群(n=186)
P値
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表 5 収入と家庭における食生活変化の関連 

n (%) n (%) n (%) n (%)
①	お子さんと保護者との食事作りやおやつ作り

増えた 269 (46.7) 96 (49.5) 90 (45.9) 83 (44.6)
変化なし 303 (52.6) 96 (49.5) 105 (53.6) 102 (54.8)
減った 4 (0.7) 2 (1.0) 1 (0.5) 1 (0.5)

②	お子さんと保護者が一緒に食事をすること
増えた 190 (32.9) 57 (29.2) 61 (31.1) 72 (38.7)
変化なし 386 (66.9) 138 (70.8) 135 (68.9) 113 (60.8)
減った 1 (0.2) 0 (0.0) 0 (0.0) 1 (0.5)

③	食事時間のゆとり
増えた 185 (32.1) 64 (32.8) 62 (31.6) 59 (31.7)
変化なし 382 (66.2) 128 (65.6) 133 (67.9) 121 (65.1)
減った 10 (1.7) 3 (1.5) 1 (0.5) 6 (3.2)

④	家計の中での食費の割合
増えた 350 (60.6) 119 (60.7) 125 (63.8) 106 (57.0)
変化なし 215 (37.2) 72 (36.7) 65 (33.2) 78 (41.9)
減った 13 (2.2) 5 (2.6) 6 (3.1) 2 (1.1)
期待度数が5未満のセルが20％以上の場合が多いためP値を示していない

全体（N=578） 収入低群（n=196） 収入中群(n=196) 収入高群(n=186)
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表 6 収入と子どもの食事との関連 

 
 
 
 
 

n (%) n (%) n (%) n (%)
①	お菓子や甘い飲み物

増えた 200 (34.7) 79 (40.3) 76 (39.0) 45 (24.2)
変化なし 373 (64.6) 116 (59.2) 119 (61.0) 138 (74.2)
減った 4 (0.7) 1 (0.5) 0 (0.0) 3 (1.6)

②	主食・主菜・副菜がそろう食事
増えた 66 (11.4) 22 (11.2) 25 (12.8) 19 (10.2)
変化なし 481 (83.2) 162 (82.7) 156 (79.6) 163 (87.6)
減った 31 (5.4) 12 (6.1) 15 (7.7) 4 (2.2)

③	主食のみの食事
増えた 68 (11.9) 29 (14.9) 26 (13.3) 13 (7.1)
変化なし 471 (82.2) 152 (78.4) 156 (79.6) 163 (89.1)
減った 34 (5.9) 13 (6.7) 14 (7.1) 7 (3.8)

④	インスタント食品（インスタント麺、カップ麺、レトルト食品、スープの素、パスタソース）や缶詰
増えた 159 (27.6) 69 (35.2) 52 (26.5) 38 (20.5)
変化なし 388 (67.2) 112 (57.1) 134 (68.4) 142 (76.8)
減った 30 (5.2) 15 (7.7) 10 (5.1) 5 (2.7)

⑤	冷凍食品
増えた 117 (20.3) 41 (20.9) 41 (21.1) 35 (18.8)
変化なし 432 (75.0) 146 (74.5) 144 (74.2) 142 (76.3)
減った 27 (4.7) 9 (4.6) 9 (4.6) 9 (4.8)

⑥	持ち帰りの総菜
増えた 124 (21.6) 43 (21.9) 49 (25.3) 32 (17.3)
変化なし 399 (69.4) 133 (67.9) 131 (67.5) 135 (73.0)
減った 52 (9.0) 20 (10.2) 14 (7.2) 18 (9.7)

⑦	持ち帰りの弁当
増えた 98 (17.0) 29 (14.8) 39 (20.1) 30 (16.2)
変化なし 418 (72.7) 143 (73.0) 141 (72.7) 134 (72.4)
減った 59 (10.3) 24 (12.2) 14 (7.2) 21 (11.4)

⑧	持ち帰りのファストフード
増えた 129 (22.4) 49 (25.0) 40 (20.6) 40 (21.5)
変化なし 403 (70.0) 128 (65.3) 145 (74.7) 130 (69.9)
減った 44 (7.6) 19 (9.7) 9 (4.6) 16 (8.6)

⑨	外食
増えた 20 (3.5) 8 (4.1) 7 (3.6) 5 (2.7)
変化なし 219 (37.9) 85 (43.4) 71 (36.2) 63 (33.9)
減った 339 (58.7) 103 (52.6) 118 (60.2) 118 (63.4)

⑩	手作りの食事
増えた 213 (36.9) 63 (32.1) 77 (39.3) 73 (39.2)
変化なし 357 (61.8) 127 (64.8) 118 (60.2) 112 (60.2)
減った 8 (1.4) 6 (3.1) 1 (0.5) 1 (0.5)

期待度数が5未満のセルが20％以上の場合が多いためP値を示していない

全体（N=578） 収入低群（n=196） 収入中群(n=196) 収入高群(n=186)
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表 7 収入と緊急事態宣言期間の家庭における食生活の変化，子どもの食事の変化の関連 

n (%) n (%) n (%) n (%)
家庭の食生活に変化

①	お子さんと保護者との食事作りやおやつ作り
増えた 269 (46.7) 96 (49.5) 90 (45.9) 83 (44.6) 0.614
変化なし・減った 307 (53.3) 98 (50.5) 106 (54.1) 103 (55.4)

②	お子さんと保護者が一緒に食事をすること
増えた 190 (32.9) 57 (29.2) 61 (31.1) 72 (38.7) 0.116
変化なし・減った 387 (67.1) 138 (70.8) 135 (68.9) 114 (61.3)

③	食事時間のゆとり
増えた 185 (32.1) 64 (32.8) 62 (31.6) 59 (31.7) 0.962
変化なし・減った 392 (67.9) 131 (67.2) 134 (68.4) 127 (68.3)

④	家計の中での食費の割合
増えた 350 (60.6) 119 (60.7) 125 (63.8) 106 (57.0) 0.398
変化なし・減った 228 (39.4) 77 (39.3) 71 (36.2) 80 (43.0)

子どもの食事の変化
①	お菓子や甘い飲み物

増えた 200 (34.7) 79 (40.3) 76 (39.0) 45 (24.2) 0.001
変化なし・減った 377 (65.3) 117 (59.7) 119 (61.0) 141 (75.8)

②	主食・主菜・副菜がそろう食事
増えた 66 (11.4) 22 (11.2) 25 (12.8) 19 (10.2) 0.734
変化なし・減った 512 (88.6) 174 (88.8) 171 (87.2) 167 (89.8)

③	主食のみの食事
増えた 68 (11.9) 29 (14.9) 26 (13.3) 13 (7.1) 0.047
変化なし・減った 505 (88.1) 165 (85.1) 170 (86.7) 170 (92.9)

④	インスタント食品（インスタント麺、カップ麺、レトルト食品、スープの素、パスタソース）や缶詰
増えた 159 (27.6) 69 (35.2) 52 (26.5) 38 (20.5) 0.005
変化なし・減った 418 (72.4) 127 (64.8) 144 (73.5) 147 (79.5)

⑤	冷凍食品
変化なし・減った 459 (79.7) 155 (79.1) 153 (78.9) 151 (81.2) 0.826
増えた 117 (20.3) 41 (20.9) 41 (21.1) 35 (18.8)

⑥	持ち帰りの総菜
増えた 124 (21.6) 43 (21.9) 49 (25.3) 32 (17.3) 0.168
変化なし・減った 451 (78.4) 153 (78.1) 145 (74.7) 153 (82.7)

⑦	持ち帰りの弁当
増えた 98 (17.0) 29 (14.8) 39 (20.1) 30 (16.2) 0.354
変化なし・減った 477 (83.0) 167 (85.2) 155 (79.9) 155 (83.8)

⑧	持ち帰りのファストフード
増えた 129 (22.4) 49 (25.0) 40 (20.6) 40 (21.5) 0.548
変化なし・減った 447 (77.6) 147 (75.0) 154 (79.4) 146 (78.5)

⑨	外食
変化なし・増えた1） 239 (41.3) 93 (47.4) 78 (39.8) 68 (36.6) 0.084
減った 339 (58.7) 103 (52.6) 118 (60.2) 118 (63.4)

⑩	手作りの食事
増えた 213 (36.9) 63 (32.1) 77 (39.3) 73 (39.2) 0.244
変化なし・減った 365 (63.1) 133 (67.9) 119 (60.7) 113 (60.8)

検定方法：χ2検定
１）外食については，増えたと答えた者の割合が少なかっため「変化なし」と「増えた」をまとめて解析した。

収入低群（n=196） 収入中群(n=196) 収入高群(n=186)
P値

全体（N=578）
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